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生涯学習開発財団 活 動 紹 介

　

平
成
26
年
度
「
博
士
号
取
得
支
援

事
業
」
授
与
式
が
３
月
16
日
㈪
、
生

涯
学
習
開
発
財
団
に
て
行
わ
れ
た
。

今
年
度
の
募
集
は
昨
年
12
月
15
日
に

締
め
切
ら
れ
た
が
、
総
数
で
66
名
の

応
募
が
あ
っ
た
。
第
一
次
選
考
で
は

４
名
の
選
考
委
員
に
よ
り
12
名
の
候

補
者
が
選
ば
れ
、
２
月
25
日
、
第
一

次
合
格
者
の
面
接
を
行
っ
た
。
続
く

第
二
次
選
考
委
員
会
に
よ
る
最
終
選

考
の
結
果
、
上
記
６
名
を
合
格
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

６
名
の
方
々
が
何
に
よ
っ
て
本
事

業
を
知
っ
た
か
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
新

聞
記
事
、学
内
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー
、

大
学
か
ら
の
一
斉
メ
ー
ル
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

安
藤
　
泉
（
59
歳
）

「
ス
ト
レ
ス
防
御
体
制
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
及
ぼ
す

神
経
成
長
因
子(

Ｎ
Ｇ
Ｆ)

の
効
果
に
関
す
る
研
究
」

駒
井
睦
子
（
50
歳
）

「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
近
代
詩
研
究
：

女
流
詩
人
ア
ル
フ
ォ
ン
シ
ー
ナ
・
ス
ト
ル
ニ
の
作
品
を
中
心
に
」

髙
梨
久
美
子
（
64
歳
）

「
16
世
紀
前
半
の
在
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
駐
在
大
使
に
よ
る

外
交
交
渉
に
関
す
る
研
究
」

豊
増
桂
子
（
52
歳
）

「
遠
隔
看
護
の
技
術
を
用
い
た
糖
尿
病
患
者
の
自
己
管
理

支
援
ツ
ー
ル
の
介
入
モ
デ
ル(

プ
ロ
ト
コ
ー
ル)

の
開
発
」

福
田
淑
子
（
55
歳
）

「
15
世
紀
後
半
の「
無
原
罪
の
宿
り
」を
巡
る
神
学
論
争
が

マ
リ
ア
図
像
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
」

藤
井
康
幸
（
52
歳
）

「
米
国
の
人
口
減
少
都
市
に
お
け
る
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
に
よ
る

空
き
家
・
空
き
地
問
題
対
処
に
関
す
る
研
究
」

（五十音順、年齢は授与式当日）

「博士号取得支援事業」
2014

●

助成金授与者決定
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本
年
度
の
選
考
が
無
事
に
終
了
し
、
去
る
３
月
16
日
、
松

田
妙
子
理
事
長
に
よ
り
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に

選
考
委
員
一
同
を
代
表
し
て
、
合
格
し
た
6
名
の
方
々
に
祝

賀
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

本
事
業
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
す
で
に
５
回
目
に

な
り
ま
す
。
大
学
や
研
究
機
関
で
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
新
聞
や
雑
誌
で
も
た
び
た
び
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ひ
と
え
に
理
事
長
を
は
じ
め
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
、

選
考
委
員
の
諸
先
生
の
お
蔭
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

一
昔
前
に
比
べ
て
、
生
涯
学
習
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
幅
に

改
善
さ
れ
、
社
会
人
の
博
士
号
取
得
を
目
指
す
方
も
年
々
増

え
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、20
代
に
比
べ
て
、
50
歳
以
上
の
社

会
人
に
と
っ
て
、
博
士
号
の
取
得
に
は
ま
だ
ま
だ
困
難
が
多

く
あ
り
ま
す
。
応
募
者
の
皆
さ
ん
が
そ
う
し
た
困
難
を
乗
り

越
え
、
博
士
号
の
取
得
を
目
指
し
て
一
生
懸
命
に
努
力
し
て

い
る
姿
に
、
選
考
委
員
一
同
は
深
く
感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

第
一
次
選
考
の
合
格
者
は
各
分
野
で
優
れ
た
研
究
業
績
を

挙
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
採
用
枠
に
は
限
り
が
あ
り
、
最

終
合
格
者
を
絞
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
選
考
委
員
に

と
っ
て
は
難
し
い
判
断
で
し
た
が
、
断
腸
の
思
い
で
12
名
の

候
補
者
か
ら
６
名
を
選
び
ま
し
た
。
惜
し
く
も
選
に
漏
れ
た

方
は
一
層
精
進
し
、
来
年
以
降
も
応
募
す
る
よ
う
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
め
で
た
く
合
格
し
た
方
は
ま
す
ま
す

努
力
し
、
一
日
も
早
く
学
位
を
取
得
す
る
よ
う
、
選
考
委
員

一
同
は
心
よ
り
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
37
名
の
方
が
合

格
し
、
そ
の
う
ち
11
名
が
す
で
に
博
士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
度
中
に
学
位
を
取
得
す
る
予
定
の
方
も
複
数
い

ま
す
。
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
に
、
選
考
委
員
一
同
は

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
本
事
業
の
ま
す
ま
す
の
発
展
の
た
め
に

微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

選考の言葉
選考委員長   張 競

（明治大学教授／博士（学術））

財団応接室にて、理事長・松田妙子から合格者一人ひとりに合格
通知書と助成金目録が授与されたのち、張競選考委員長から選考
経過や総評が伝えられた。
その後、恒例の桜餅をいただきながらの懇談の場では、財団理事
長・松田妙子が「すでに頑張っている方々ですから多くを言う必
要はありませんが、今回は最高齢が64歳で皆さんまだまだお若
いですから、これからですよ！」と励ました。

「博士号取得支援事業」
２０１4 ●  助成金授与者決定
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■
研
究
目
的

　

サ
イ
ト
カ
イ
ン
と
は
、
細
胞
か
ら
分
泌
さ
れ
る
蛋
白

質
で
、
細
胞
相
互
作
用
に
関
与
す
る
生
理
的
活
性
物
質

の
総
称
。
神
経
成
長
因
子
は
神
経
の
生
存
や
維
持
、
免

疫
担
当
細
胞
の
生
存
、
機
能
に
関
し
て
促
進
的
に
働
く

サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
一
つ
で
、
生
体
内
の
多
く
の
部
位
に

存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
て
き
た
が
、
そ
の
役
割
は
未

知
の
部
分
が
多
い
。獣
医
学
と
い
う
専
門
性
を
生
か
し
、

実
験
対
象
は
ヒ
ト
と
同
じ
環
境
下
で
生
活
し
て
い
る
イ

ヌ
を
用
い
る
。
訓
練
へ
の
応
答
性
、
対
処
力
を
適
正
に

判
断
す
る
た
め
に
、
順
次
、
確
認
実
験
を
行
う
。
研
究

で
は
血
中
Ｎ
Ｇ
Ｆ
の
変
動
と
ス
ト
レ
ス
へ
の
反
応
性
を

考
察
し
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
防
御
体
制
を
整
え
る
働
き
に

関
与
し
て
い
る
こ
と
を
解
明
す
る
。
得
ら
れ
た
成
果
を

盲
導
犬
な
ど
に
適
用
し
、
科
学
的
な
判
断
基
準
の
確
立

を
目
指
す
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

自
分
の
こ
と
を
変
わ
っ
た
お
ば
さ
ん
と
勝
手
に
括
っ

て
い
た
が
、
今
回
の
応
募
で
同
じ
目
標
を
持
つ
多
く

の
人
が
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
自
分
よ
り
年
配
の
人

も
い
て
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｆ
の
血
中
動
態

を
測
定
す
る
こ
と
で
、
血
中
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
や
コ
ル
チ

ゾ
ー
ル
で
は
区
別
で
き
な
か
っ
た
ス
ト
レ
ス
の
種
類
に

対
す
る
生
体
反
応
の
可
視
化
の
可
能
性
も
示
唆
さ
れ

た
。
将
来
的
に
は
ス
ト
レ
ス
を
自
覚
し
て
な
い
レ
ベ
ル

で
も
、
早
め
に
検
知
で
き
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い
る
。

■
研
究
目
的

　

複
雑
な
国
家
間
の
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
16

世
紀
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
出
身

の
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
５
世
は
、
１
５
１
９
年
に

即
位
す
る
と
広
大
な
領
域
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
り
、

１
５
２
９
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
サ
ボ
イ
出
身
の
シ
ャ

ビ
ュ
イ
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
駐
在
大
使
と
し
て
派
遣
し

た
。
彼
の
16
年
間
の
駐
英
中
、
ヘ
ン
リ
ー
８
世
の
宗
教

改
革
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ロ
ー
マ
教
会
か
ら
の
離
反
、

カ
ー
ル
５
世
と
同
盟
を
結
び
対
仏
戦
を
行
っ
た
激
動
を

自
ら
の
目
で
眺
め
た
。
研
究
で
は
、
駐
在
大
使
か
ら
見

た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
こ
の
時
代
の
君
主
と
駐
在
大
使
と

の
関
係
、
駐
在
大
使
を
活
用
し
た
外
交
像
を
提
示
し
た

い
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
宗
教
体
制
の
変
化
は
一
国
の
問

題
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
、
研
究
の
成
果
は
新
た
な
視

点
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

同
年
代
の
博
士
号
挑
戦
者
は
多
く
お
り
、
支
援
制
度

は
感
謝
の
一
語
に
尽
き
る
。
志
を
同
じ
く
す
る
人
に
、

制
度
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
、
活
用
し
て
ほ
し
い
。

２
０
１
５
年
中
に
、
こ
の
博
士
論
文
を
出
版
社
か
ら
刊

行
す
る
予
定
。
16
世
紀
以
前
に
イ
タ
リ
ア
で
始
っ
て
い

た
駐
在
大
使
の
派
遣
が
、
研
究
対
象
の
時
代
に
は
慣
行

が
定
着
し
始
め
て
い
た
。
今
後
は
イ
タ
リ
ア
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
駐
在
大
使
か
ら
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ヘ
の
視
点
も
研

究
し
、
シ
ャ
ビ
ュ
イ
の
視
点
に
幅
を
持
た
せ
た
い
。

■
研
究
目
的

　

20
世
紀
初
頭
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
活
動
し
た
女
性
詩
人

ア
ル
フ
ォ
ン
シ
ー
ナ
・
ス
ト
ル
ニ
の
詩
作
後
期
に
お
け

る
変
化
の
要
因
を
解
明
し
た
い
。
彼
女
が
誰
か
ら
影
響

を
受
け
、
そ
の
独
自
性
と
は
何
か
を
考
察
し
て
い
る
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
文
学
界
は
１
９
２
０
年
代
に
前
衛
文
学

運
動
が
活
発
化
し
た
が
、
１
９
３
０
年
代
に
は
そ
の
運

動
も
鎮
静
化
し
た
。
そ
の
こ
と
と
彼
女
の
詩
作
の
変
化

は
密
接
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
１
９
３
０
年
代

に
ス
ト
ル
ニ
と
交
流
を
持
っ
た
ス
ペ
イ
ン
文
学
者
デ
ィ

エ
ス
・
カ
ネ
ー
ド
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
現
在
調
査
中

で
、
研
究
成
果
は
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
相
互
理
解

に
貢
献
す
る
は
ず
。
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
諸
国
で
は
詩
が

好
ま
れ
、
文
化
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の

詩
の
真
髄
を
知
る
こ
と
は
重
要
な
機
会
と
言
え
る
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

今
回
の
応
募
で
中
高
年
や
高
齢
者
の
知
的
育
成
は
、

日
本
の
国
力
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
重
要
な
テ
ー
マ
で

あ
る
と
改
め
て
感
じ
た
。
博
士
論
文
完
成
後
は
、
同

時
代
の
ス
ペ
イ
ン
詩
を
研
究
し
、
大
西
洋
を
挟
ん
だ
欧

州
と
南
米
の
文
学
交
流
と
、
相
互
の
影
響
に
つ
い
て
も

考
察
し
て
い
き
た
い
。
ス
ペ
イ
ン
は
内
戦
勃
発
前
の

１
９
２
０
年
代
に
優
れ
た
文
学
者
が
た
く
さ
ん
現
れ
、

「
ス
ペ
イ
ン
27
年
世
代
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
世

代
の
研
究
で
ス
ペ
イ
ン
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
詩
壇
の
関

係
に
も
迫
り
た
い
。

安藤  泉
59歳

●

髙梨久美子
64歳

●

駒井睦子
50歳

●

東京農工大学
生物システム応用科学府

アイメイト協会
ボランティアスタッフ

お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科

東京大学大学院
総合文化研究科

清泉女子大学、相模女子
大学、昭和女子大学

非常勤講師

ス
ト
レ
ス
防
御
体
制
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
及
ぼ
す

神
経
成
長
因
子(

Ｎ
Ｇ
Ｆ)

の
効
果
に
関
す
る
研
究

16
世
紀
前
半
の
在
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
駐
在
大
使

に
よ
る
外
交
交
渉
に
関
す
る
研
究

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
近
代
詩
研
究
：

女
流
詩
人
ア
ル
フ
ォ
ン
シ
ー
ナ
・
ス
ト
ル
ニ
の
作
品
を
中
心
に

2014
●

博士号取得支援決定をうけて
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■
研
究
目
的

　

糖
尿
病
は
自
覚
症
状
に
乏
し
く
、
病
気
で
あ
る
こ
と

を
受
け
入
れ
た
り
、
血
糖
値
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の

日
々
の
生
活
管
理
を
維
持
す
る
に
は
多
く
の
困
難
を
伴

う
。
そ
こ
で
、
糖
尿
病
患
者
や
そ
の
予
備
軍
が
、
発
症

や
合
併
症
の
予
防
の
た
め
に
健
康
の
自
己
管
理
を
持
続

で
き
る
よ
う
、
支
援
や
働
き
か
け
が
重
要
だ
。
研
究
で

は
支
援
策
と
し
て
、
家
庭
や
病
院
等
と
を
Ｉ
Ｔ
で
結
ん

で
看
護
を
提
供
す
る
テ
レ
ナ
ー
シ
ン
グ
（
遠
隔
看
護
）

に
よ
る
介
入
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
提
案
す
る
。
構
想
の

基
盤
と
な
っ
て
い
る
の
が
公
開
特
許
と
な
っ
て
い
る

「
次
世
代
型
遠
隔
看
護
シ
ス
テ
ム
」
で
、
糖
尿
病
の
予

防
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
に
発
展
さ
せ
て
い
く
。
高
齢

社
会
や
医
療
費
高
騰
に
対
し
て
、
入
院
期
間
を
短
縮
す

る
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
自
宅
療
養
が
余
儀
な
く
さ

れ
る
中
、
有
効
な
シ
ス
テ
ム
と
な
る
は
ず
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

50
歳
以
上
で
も
社
会
貢
献
で
き
る
と
自
覚
を
さ
せ
る

制
度
で
、
今
回
の
合
格
は
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
。
今

後
は
具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
実
験
、
評
価
な
ど

が
目
標
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
人
間
を
対
象
と
す
る

研
究
も
行
う
こ
と
に
な
り
、
所
属
機
関
に
お
け
る
倫
理

審
査
を
受
け
る
な
ど
、
研
究
計
画
を
洗
練
さ
せ
て
い
く

予
定
だ
。
遠
隔
看
護
シ
ス
テ
ム
は
大
き
な
役
割
を
果
た

す
と
共
に
、
看
護
師
の
新
た
な
活
躍
の
場
と
な
り
、
雇

用
確
保
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
る
。

■
研
究
目
的

　

ラ
ン
ド
バ
ン
ク
と
は
、
放
棄
家
屋
や
空
き
地
を
利
用

物
件
に
転
換
す
る
こ
と
に
特
化
し
た
準
行
政
機
関
。
米

国
で
は
空
き
家
・
空
き
地
問
題
対
処
の
一
つ
の
有
力
な

ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
米
国
中
西
部
に
は
、
過
去
50

年
で
人
口
が
半
減
し
た
中
核
都
市
が
い
く
つ
か
存
在
す

る
が
、
郊
外
化
や
人
種
問
題
が
加
わ
り
、
再
構
築
、
再

活
性
化
を
難
し
く
し
て
い
る
。
研
究
は
米
国
で
導
入
さ

れ
た
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
の
発
展
経
過
と
機
能
に
つ
い
て
分

析
。
経
済
的
に
衰
退
し
た
都
市
を
一
足
飛
び
に
再
生
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
住
民
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
を

う
ま
く
活
用
し
て
い
る
地
区
は
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

地
区
特
性
に
応
じ
た
土
地
活
用
や
事
業
プ
ラ
ン
を
展
開

し
つ
つ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
支
援
と
関
係
者
と

の
協
働
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

文
献
調
査
、
各
種
デ
ー
タ
の
閲
覧
、
米
国
の
現
地
訪

問
調
査
な
ど
、
コ
ス
ト
面
で
今
回
の
合
格
は
助
か
っ
て

い
る
。
こ
の
研
究
は
日
本
の
人
口
減
少
期
に
お
け
る
都

市
の
再
構
築
の
あ
り
方
に
、
有
益
な
示
唆
を
与
え
る
と

期
待
し
て
お
り
、
学
位
取
得
後
に
は
、
日
本
の
空
き
家
・

空
き
地
へ
の
対
処
方
策
に
も
研
究
範
囲
を
広
げ
た
い
。

特
に
日
本
で
は
今
後
、
地
域
力
向
上
の
期
待
が
高
ま
る

と
見
ら
れ
、
地
域
の
再
生
に
つ
い
て
の
教
育
、
研
究
、

実
践
に
携
わ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
を
目
指
し
、

貢
献
し
て
い
き
た
い
。

■
研
究
目
的

　
「
無
原
罪
の
宿
り
」
は
イ
エ
ス
の
母
・
マ
リ
ア
が
、

そ
の
母
の
胎
内
に
原
罪
な
く
懐
胎
し
た
と
す
る
教
義
。

19
世
紀
に
教
皇
ピ
ウ
ス
９
世
に
よ
っ
て
正
式
に
認
め
ら

れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
中
核
的
な
教
理
と
な
っ
た
。
し
か

し
過
去
に
は
、
否
定
的
な
ド
ミ
ニ
コ
会
と
擁
護
派
の
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
会
、
２
大
托
鉢
修
道
会
が
、
特
に
15
世
紀

後
半
か
ら
16
世
紀
半
ば
に
、「
無
原
罪
の
宿
り
」
を
巡

る
神
学
論
争
を
展
開
。
そ
の
際
に
宗
教
画
と
し
て
の
マ

リ
ア
図
像
が
多
数
制
作
さ
れ
た
。
研
究
で
は
、
ほ
ぼ
同

時
期
・
同
地
域
に
両
修
道
会
の
施
設
に
描
か
れ
た
マ
リ

ア
図
像
を
選
定
し
、
神
学
論
争
を
軸
に
考
察
し
、
図
像

解
釈
を
試
み
る
。
伝
統
的
美
術
史
学
の
様
式
の
比
較
だ

け
で
は
不
可
能
な
、
正
し
い
図
像
解
釈
を
提
示
し
、
幅

広
い
視
野
か
ら
、
統
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

マ
リ
ア
論
の
中
核
的
教
理
で
あ
る「
無
原
罪
の
宿
り
」

を
体
系
的
に
論
じ
て
い
く
に
は
、
神
学
、
哲
学
、
史
学
、

美
術
な
ど
、
広
く
横
断
的
な
知
識
の
集
積
が
必
要
だ
。

研
究
対
象
の
マ
リ
ア
図
像
は
イ
タ
リ
ア
に
現
存
し
、
今

回
の
合
格
で
、
研
究
旅
費
負
担
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。
美
術
史
と
神
学
、
哲
学
を
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
さ

せ
、
先
行
研
究
に
は
な
か
っ
た
新
た
な
視
点
か
ら
、
マ

リ
ア
図
像
の
解
釈
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
さ
ら

に
多
角
的
視
点
や
意
見
の
収
集
の
た
め
に
、
他
分
野
の

研
究
者
と
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
。

豊増桂子
52歳

●

藤井康幸
52歳

●

福田淑子
55歳

●

筑波大学大学院
人間総合科学研究科

筑波大学
非常勤研究員

東京大学大学院
工学系研究科
都市工学専攻

民間研究所勤務

早稲田大学大学院
文学研究科

美術史学コース

遠
隔
看
護
の
技
術
を
用
い
た
糖
尿
病
患
者
の
自
己
管
理

支
援
ツ
ー
ル
の
介
入
モ
デ
ル(

プ
ロ
ト
コ
ー
ル)

の
開
発

米
国
の
人
口
減
少
都
市
に
お
け
る
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
に

よ
る
空
き
家
・
空
き
地
問
題
対
処
に
関
す
る
研
究

15
世
紀
後
半
の「
無
原
罪
の
宿
り
」を
巡
る
神
学

論
争
が
マ
リ
ア
図
像
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て

2014
●

博士号取得支援決定をうけて
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財
団
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

多
元
的
共
生
社
会
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力 

■ 

第
６
回 

レ
ポ
ー
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
×
コ
ミ
ュニ
ティ
デ
ザ
イ
ン

　

シ
リ
ー
ズ
第
６
回
は
京
都
で
の
開
催
。
多
く
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
る
山
崎
亮
氏

を
お
招
き
し
、
氏
の
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
、
講
演
と
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
、
質
疑
を

通
し
て
考
え
た
。

　

山
崎
氏
が
独
立
し
た
２
０
０
０
年
代
は
す
で
に

建
築
の
仕
事
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。
02
年
か
ら

姫
路
市
・
家
島
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
が
、
３

年
間
は
手
弁
当
。
後
に
つ
い
た
予
算
も
交
通
費
が

精
一
杯
だ
っ
た
。
家
島
で
の
仕
事
が
評
価
さ
れ
、

隠
岐
諸
島
・
海
士
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

の
依
頼
に
繋
が
る
が
、studio-L

が
軌
道
に
乗
っ

て
き
た
の
は
10
年
こ
ろ
だ
と
い
う
。

■
「
つ
く
る
デ
ザ
イ
ン
」と「
つ
く
ら
な
い
デ
ザ
イ
ン
」

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
を
「
つ
く
ら
な
い
」

デ
ザ
イ
ン
と
例
え
る
こ
と
も
あ
る
山
崎
氏
だ
が
、

実
際
に
は
「
つ
く
る
」
こ
と
を
中
心
に
据
え
た
事

例
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
を
目
指
す
北
海
道
の
沼
田
町
。
市
街
地
集
約

に
よ
り
医
療
や
除
雪
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
リ
ス
ト

ラ
し
、
財
政
の
立
て
直
し
を
は
か
る
。
中
学
校
跡

地
に
診
療
所
や
福
祉
施
設
を
備
え
た
複
合
施
設
の

計
画
が
あ
る
。
こ
の
施
設
の
内
容
を
決
め
る
前

に
、
住
民
参
加
型
勉
強
会
の
「
こ
れ
か
ら
塾
」
を

開
催
し
、
ま
ち
の
現
状
を
徹
底
的
に
イ
ン
プ
ッ
ト

し
た
。

■ 

多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
同
時
に
ま
わ
す
コ
ツ

　

現
在studio-L

は
65
の
案
件
を
25
人
（
う
ち
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
11
人
）
で
動
か
し
て
い

る
。
そ
の
組
織
づ
く
り
で
も
、
ま
た
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
も
、
山
崎
さ
ん
が
い
な
く
て
も
回
る
状

態
が
目
標
で
、「
も
う
必
要
な
い
」
と
言
わ
れ
た

時
が
仕
事
の
終
わ
り
と
考
え
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
者
は
、
放
っ
て
お

い
て
も
最
初
か
ら
集
ま
る
わ
け
は
な
く
、
何
度
も

足
を
運
び
仲
良
く
な
っ
て
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
家
島
で
は
お
ば
ち
ゃ
ん
10
人
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
か
ら
始
め
た
。

　

話
題
に
な
っ
た
小
豆
島
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
依
頼
が
あ
っ
た
際
に
「
島
の
人
た
ち
が
ア
ー

ト
を
つ
く
る
形
な
ら
引
き
受
け
る
」
と
の
条
件
を

だ
し
た
。
島
の
人
は
不
要
品
の
利
用
が
上
手
な
の

で
、
島
名
産
の
醤
油
が
酸
化
し
た
も
の
と
、
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
で
不
要
に
な
っ
た
８
万
個
も
の
弁
当

用
の
醤
油
た
れ
瓶
を
利
用
し
た
ア
ー
ト
制
作
を
提

案
し
、
多
く
の
島
民
が
参
加
し
た
。

　

今
回
は
京
都
駅
近
く
の
梅
小
路
公
園
内
で
、
池

の
端
の
緑
が
会
場
の
中
ま
で
続
い
て
い
る
心
地
良

す
ぎ
る
会
場
。
少
し
手
狭
で
ス
ピ
ー
カ
ー
と
参
加

者
の
距
離
が
近
い
せ
い
か
、
あ
る
い
は
山
崎
氏
の

オ
ー
ラ
な
の
か
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が
生

ま
れ
、
予
想
外
の
失
敗
談
ま
で
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
笑
い
を
と
っ
た
失
敗
談
も
、「
今
は
失
敗
し

そ
う
な
段
階
で
リ
カ
バ
リ
ー
し
ま
す
。
や
は
り
期

待
さ
れ
て
い
る
以
上
成
果
を
生
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
す
か
ら
」
と
語
り
、
た
だ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
や
る
だ
け
で
は
終
ら
な
い
、
継
続
と
結
果
に

つ
な
げ
る
視
点
の
大
切
さ
を
感
じ
さ
せ
た
。

３
年
計
画
で
「
20
年
後
の
燕
市
を
考
え
る
」
お
お

む
ね
40
歳
以
下
の
会
議
体
を
運
営
す
る
事
業
だ
。

燕
市
の
未
来
を
考
え
た
い
若
者
を
募
り
、
燕
市
の

い
い
と
こ
ろ
を
出
し
合
っ
た
。
そ
の
後
９
つ
の
チ

ー
ム
を
結
成
し
、
作
成
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
市
長
や
市
民
の
前
で
発
表
し
た
。
直
接
は
何
も

「
つ
く
ら
な
い
」
事
案
だ
が
、
行
政
と
若
者
の
距

離
が
縮
ま
っ
た
こ
と
や
、
発
表
会
や
チ
ー
ム
の
運

営
が
若
者
た
ち
自
身
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
な
ど
、

自
発
的
行
動
が
生
ま
れ
て
い
る
点
に
手
応
え
を
感

じ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

そ
し
て
、
そ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
た
め
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
「
つ
な
が
る
塾
」。
複
合
施
設
の

ス
ペ
ー
ス
や
予
算
を
可
視
化
で
き
る
模
型
を
つ
く

っ
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。
そ
の
際
重
要
だ

っ
た
の
が
、
事
前
準
備
と
し
て
参
加
者
が
手
に
取

れ
る
模
型
を
つ
く
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
結
果

「
つ
な
が
る
塾
」
で
は
、
や
り
た
い
こ
と
と
予
算

な
ど
現
実
面
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
参
加
者
が
納

得
で
き
る
プ
ラ
ン
が
つ
く
ら
れ
た
。

　

一
方
「
つ
く
ら
な
い
」
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ

た
の
は
、
新
潟
県
燕
市
の
「
つ
ば
め
若
者
会
議
」。

2014年12月7日　梅小路公園 緑の館
講演： 山崎 亮　studio-L代表／東北芸術工科大学教授／京都造形芸術大学教授

インタビュアー：中脇健児　NPOワークショップデザイナー推進機構理事

ナビゲーター：蓮 行　大阪大学コミュニケーションデザイン・センター特任講師／劇作家

中脇（左）、蓮行（中）両氏が、山崎氏（右）の懐に深く入る質問を投げかける
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生
活
の
器
だ
か
ら
作
り
手
と
使
い
手
の
遊
び
心
が
交
差
す
る

1948年	 京都府久美浜町に生まれる
1975年	 東京藝術大学大学院工藝科陶芸専攻終了
1983年	 今日の日本の陶芸展出品(ワシントン・スミソニアン博物館、

ロンドン・ヴィクトリア＆アルバート美術館)
1992年	 日本の陶芸「今」100選展出品（パリ、東京）
1998年	 伝統工芸新作展奨励賞受賞
2005年	 菊池ビエンナーレ展優秀賞受賞
2008年	 智美術館大賞　現代の茶陶器展優秀賞受賞
	 (菊池寛実記念智美術館)
2009年	 日本伝統工芸展日本工芸会総裁賞受賞
2010年	 岡田茂吉賞MOA美術館賞受賞
2011年	 2010年度日本陶磁協会賞受賞

陶芸

 前田正博
M a e d a  M a s a h i r o

　

多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
え
る
社
会
の
た
め
に
、
ま
ず
は
日
本

人
が
日
本
文
化
を
学
び
直
す
こ
と
が
大
切
。「
日
本
の
技
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
」
第
１
回
は
、
伝
統
に
遊
び
心
を
見
事
に
調
和
さ
せ
た
器

と
気
さ
く
な
人
柄
が
フ
ァ
ン
を
呼
ぶ
、
前
田
正
博
氏
を
訪
ね
た
。

︱
︱
な
ぜ
陶
芸
の
道
に
入
っ
た
の
で
す
か
。

　

子
供
の
頃
か
ら
美
術
が
好
き
で
し
た
。
３
浪
し
て
や
っ
と
東
京

芸
大
に
入
っ
た
の
で
、
う
っ
ぷ
ん
晴
ら
し
と
い
う
か
、
毎
日
が
楽

し
く
て
、
朝
か
ら
晩
ま
で
ず
っ
と
学
校
で
制
作
し
、
２
年
生
ま
で

に
絵
画
や
彫
刻
、
工
芸
一
般
を
ひ
と
通
り
全
部
や
っ
た
う
え
で
陶

芸
を
選
び
ま
し
た
。陶
芸
の
工
程
は
進
む
ご
と
に
変
化
す
る
の
で
、

楽
し
く
自
分
に
向
い
て
い
る
の
で
は
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

︱
︱
前
田
さ
ん
の
作
品
の
赤
や
青
の
鮮
や
か
な
色
使
い
が
私
は
好

き
な
の
で
す
が
、
食
器
で
は
珍
し
い
で
す
よ
ね
。

　

一
般
に
磁
器
は
白
っ
ぽ
い
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
て
、
特
に
白
磁
は

ク
セ
が
な
い
か
ら
、
逆
に
何
で
も
試
し
て
み
よ
う
と
、
赤
の
よ
う

な
彩
色
も
使
っ
て
み
る
わ
け
で
す
。
青
は
皆
さ
ん
に
好
ま
れ
ま
す

ね
。
器
と
し
て
は
赤
は
採
用
さ
れ
に
く
い
の
で
す
が
、
自
由
に
自

分
の
思
い
を
表
現
す
る
こ
と
を
優
先
し
て
い
ま
す
。

︱
︱
第
一
人
者
に
な
る
ま
で
に
ど
ん
な
努
力
を
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

陶
芸
を
始
め
た
大
学
３
年
か
ら
ず
っ
と
繋
が
っ
て
い
る
ん
で

す
。
最
初
の
１
年
く
ら
い
は
ま
っ
た
く
ダ
メ
で
し
た
が
、
繰
り
返

し
作
っ
て
い
く
う
ち
に
、
人
に
教
え
ら
れ
る
く
ら
い
に
は
な
る
の

で
し
ょ
う
。
粘
土
は
扱
い
に
く
く
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
な
っ

て
く
れ
ま
せ
ん
。
窯
に
入
れ
て
焼
い
て
み
る
と
、
自
分
が
イ
メ
ー

ジ
し
た
も
の
と
は
違
う
も
の
が
で
き
て
き
ま
す
。「
し
ょ
う
が
な

い
な
」
と
よ
く
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
面
白
い
で
す
。

　

そ
れ
と
、
い
ろ
ん
な
も
の
を
見
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
古
本

色絵銀彩面取鉢	2009年
第56回	日本伝統工芸展		日本工芸会総裁賞受賞作品

イ ン タ ビ ュ ー

❶
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屋
で
建
築
や
昆
虫
な
ど
の
図
鑑
を
見
た
り
、
抽
象
絵
画
の
展
覧
会

に
足
を
運
ん
だ
り
し
て
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

イ
メ
ー
ジ
が
頭
の
中
に
姿
を
現
し
て
く
る
と
ま
ず
は
ロ
ク
ロ
に

向
か
い
ま
す
。
ロ
ク
ロ
を
挽
い
て
、
形
に
な
っ
た
も
の
を
削
っ
て

焼
い
て
、
作
っ
て
い
く
工
程
で
イ
メ
ー
ジ
を
実
際
の
形
に
近
づ
け

て
い
き
ま
す
。
思
っ
た
よ
う
に
形
に
な
ら
な
か
っ
た
時
で
も
、
も

う
１
回
、
ま
た
も
う
１
回
と
、
何
度
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
頭

の
中
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
は
持
続
し
ま
せ
ん
。

　

買
っ
て
い
た
だ
く
と
か
、
人
よ
り
面
白
い
物
を
作
り
た
い
と
い

う
競
争
心
も
あ
っ
て
、
進
化
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

︱
︱
日
本
の
伝
統
文
化
と
し
て
は
、
陶
芸
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
ま
す
か
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
の
国
々
を
回
り
ま
し
た
が
、

工
芸
は
日
本
が
一
番
だ
と
感
じ
ま
す
。
伝
統
か
ど
う
か
は
時
間
が

決
め
る
こ
と
で
す
が
、
日
本
人
の
自
分
が
日
本
で
作
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
日
本
の
文
化
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
特
に
食
器
は
自
分
が

常
日
頃
使
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
で
も
、こ
う
だ
っ
た
ら
い
い
な
、

こ
ん
な
の
も
面
白
い
と
、
少
し
ず
つ
変
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
そ

う
し
た
と
こ
ろ
に
文
化
が
表
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

︱
︱
な
ぜ
、
六
本
木
に
工
房
を
構
え
た
の
で
す
か
。

　

東
京
の
ど
真
ん
中
だ
か
ら
で
す
。
私
は
京
都
府
出
身
で
す
が
、

京
都
駅
か
ら
３
時
間
以
上
か
か
る
田
舎
で
、
美
術
に
関
す
る
情
報

も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
京
は
刺
激
も
多
く
、
作
陶

へ
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
な
に
よ
り
お
客
様
が
来

や
す
い
し
、
友
人
に
も
陶
器
を
作
り
た
い
人
が
多
く
、
そ
う
し
た

要
望
に
対
応
し
や
す
い
場
所
で
す
。
私
の
作
陶
だ
け
で
は
な
く
、

陶
芸
教
室
の
生
徒
さ
ん
も
気
軽
に
足
を
運
べ
ま
す
。

︱
︱
前
田
さ
ん
独
自
の
、
洋
絵
具
を
彩
色
に
用
い
る
手
法
を
取
り

入
れ
て
い
る
理
由
は
。

　

重
ね
塗
り
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
私
の
場
合
、
マ
ス
キ
ン
グ
テ

ー
プ
を
使
っ
て
、
彩
色
し
て
は
焼
く
と
い
う
工
程
を
５
、６
回
繰

り
返
し
ま
す
。
和
絵
具
だ
と
ガ
ラ
ス
成
分
が
多
く
入
っ
て
い
て
、

と
縮
み
が
激
し
い
の
で
蓋
物
も
合
わ
せ
が
難
し
い
で
す
。
皿
も
、

尺
を
越
す
大
き
な
も
の
は
値
段
が
高
く
な
り
ま
す
。
や
は
り
作
る

の
が
易
し
く
は
な
い
か
ら
で
す
。

　

用
途
の
な
い
も
の
は
無
理
で
す
ね
。
ア
ー
ト
と
職
人
的
思
考
は

回
路
が
違
う
ん
で
す
。
た
だ
、
そ
こ
に
在
る
こ
と
で
、
そ
の
場
の

雰
囲
気
を
も
た
せ
ら
れ
る
器
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
す
。
絵
画
的

な
表
現
を
食
器
と
い
う
立
体
の
中
に
取
り
込
ん
で
き
た
の
も
そ
の

ひ
と
つ
で
す
。
楽
し
ん
で
遊
び
心
で
作
っ
た
器
な
の
で
、
使
う
人

も
自
由
な
発
想
で
使
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

︱
︱
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
芸
術
財
団
の
声
か
け
で

「
お
も
し
ろ
び
じ
ゅ
つ
教
室
in
東
北
」
と

い
う
震
災
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
小
学
生

に
陶
芸
体
験
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

皿
や
そ
ば
猪
口
に
切
り
絵
の
感
覚
で
色
を

つ
け
る
の
で
す
が
、
み
ん
な
夢
中
に
な
り
ま
す
。
う
ち
の
陶
芸
教

室
で
も
そ
う
で
す
が
、子
供
の
発
想
は
豊
か
で
刺
激
を
受
け
ま
す
。

　

上
等
の
茶
道
具
を
使
っ
て
小
学
生
に
茶
道
体
験
を
し
て
も
ら
う

取
り
組
み
も
、文
化
庁
と
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
の
支
援
で
行
っ
て
お
り
、

私
は
陶
芸
の
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

嘉
門
工
藝
さ
ん
の
、
お
茶
の
魅
力
や
日

本
文
化
を
親
し
み
や
す
く
紹
介
で
き
る
茶

籠
セ
ッ
ト
も
子
供
達
に
評
判
で
し
た
。

何
度
も
焼
く
と
剥
離
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
油
絵
を
や
っ
て
い
た

大
学
時
代
か
ら
古
い
キ
ャ
ン
バ
ス
に
色
を
の
せ
た
り
、
削
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
や
き
も
の
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
で
き

な
い
か
と
洋
絵
具
を
用
い
る
事
に
た
ど
り
着
い
た
の
で
す
。
そ
う

や
っ
て
、
い
ろ
ん
な
表
現
に
ト
ラ
イ
し
て
い
ま
す
。

︱
︱
食
器
は
一
般
の
人
に
も
身
近
で
す
が
、
ア
ー
ト
的
な
作
品
も

考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　

人
に
買
っ
て
使
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
点
か
ら
も
、
作
る
も
の

は
器
が
主
に
な
り
ま
す
。
何
点
か
揃
っ
た
数
も
の
を
ロ
ク
ロ
で
挽

く
場
合
＂
ト
ン
ボ
＂
と
い
う
道
具
で
大
き
さ
を
合
わ
せ
て
い
き
ま

す
。
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
な
ら
ば
カ
ッ
プ
の
角
度
、
下
に
置
く
お
皿

と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え
て
挽
い
て
い
き
ま
す
。
磁
器
は
焼
く

色茶盌	2011年 色絵金銀彩蓋付壺	1990年

色絵金銀彩輪花鉢	1990年

聞き手：上野由美子（左）
古代オリエントガラス研究家。
UCL（ユニヴァーシティ・カレッジ・
ロンドン）考古学研究所在籍中。
2012年国際日本伝統工芸振興会
の評議員。ARTP副団長として
王家の谷発掘プロジェクトに参加
（1999年〜2002年）。聖心女子大
学卒業論文	『ペルシアガラスに
おける円形切子装飾に関する考
察』、修士論文『紀元前2000年紀
に於けるコア・ガラス容器製作の
線紋装飾に関する考察』ほか、執
筆・著書多数。
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を
味
わ
う

提供：FLAネットワーク協会
一般社団法人FLAネットワーク協会では、
食生活アドバイザーⓇ検定を通して、正しい
食事を生活とともに提案し、適切な助言や
指導ができる食生活の専門家を育成してい
ます。また、様々な面で優れている和食の
見直しと普及にも力を注いでいます。
お問合せは▶TEL 0120-86-3593

筍タ
ケ
ノ
コ

と
山
菜
の
煮
物

野
趣
豊
か
な
春
の
味
覚
の
代
表
食
材＂
タ
ケ
ノ
コ
＂。

栄
養
価
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
の
で
す
が
、
塩
分
の
排
出
に
役
立
つ
カ
リ
ウ
ム
と
食
物
繊
維
は
豊
富
。

便
秘
が
ち
の
人
や
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
い
人
に
は
お
勧
め
の
食
材
で
す
。

食
物
繊
維
が
豊
富
な
だ
け
に
消
化
し
に
く
い
の
で
、
胃
腸
の
弱
い
人
は
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
ご
注
意
を
。

タ
ケ
ノ
コ
は
、
煮
物
・
炒
め
物
・
和
え
物
・
揚
げ
物
・
炊
き
込
み
ご
飯
・
汁
の
具
の
ほ
か
、

新
鮮
な
も
の
は
刺
身
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。

タ
ケ
ノ
コ
独
特
の
エ
グ
ミ
の
も
と
は
シ
ュ
ウ
酸
で
、
そ
れ
を
除
く
に
は
充
分
な
ア
ク
抜
き
が
必
要
。

時
間
の
経
過
と
と
も
に
エ
グ
ミ
が
強
く
出
て
く
る
の
で
、
新
鮮
な
う
ち
に
皮
ご
と
茹
で
る
の
が
基
本
で
す
。

米
ヌ
カ
や
赤
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
加
え
た
た
っ
ぷ
り
の
水
に
入
れ
、
落
し
蓋
を
し
て
１
時
間
ほ
ど
茹
で
ま
す
。

根
本
に
竹
串
が
通
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
火
か
ら
下
ろ
し
て
、

ゆ
で
汁
ご
と
冷
ま
し
、
水
で
洗
っ
て
皮
を
む
き
ま
す
。

タ
ケ
ノ
コ
は
竹
の
子
で
も
あ
り
ま
す
が
、
漢
字
は
竹
に
旬
と
書
い
て＂
筍
＂。

10
日
間
で
竹
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
と
か
。

ぜ
ひ
他
の
山
菜
と
合
わ
せ
て
、
短
い
旬
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

日本文化は自然や季節と寄り添うことで育まれてきました。忘れがちな「旬」の味わいをお届けします。 4月 旬
◆筍と山菜の煮物
〈材料／4〜5人分〉
新筍（茹でたもの） ……………… 1本
ツワブキ（　〃　） ……………… 50g
ワラビ（　〃　） ………………… 50g
茎ワカメ…………………………… 30g
菜の花……………………………… 20g

《煮汁Ａ》
だし汁………………………… 3カップ
薄口しょうゆ……………………… 大3
みりん………………………………大２
食塩…………………………………少々

〈作り方〉
① 筍を煮汁Aで煮て、ひと煮立ちさせ

る。ツワブキ、ワラビ，茎ワカメを
加えてさらに煮る。

② 菜の花は塩ゆでして、４～５㎝の長
さに切っておく。

③ 器に、①と②を盛り合わせる。

※タケノコのおいしい茹で方は右文章
をご参照ください。

茹でた破
は

竹
ちく

（細長いタケノコ）に、すし
飯を詰めた竹の子寿司も、行楽などに
お勧めです。破竹はアクがなく生でも
食べられますが、だし汁にみりんと薄
口しょうゆを加えて煮付けました。
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